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調査情報部　塩原　百合子
砂糖の国際需給

LMC International（農産物の需給などを調査す

る英国の民間調査会社）の2019年３月時点の予測

によると（以下、特段の断りがない限り同予測に基

づく記述）、2018/19砂糖年度（10月～翌９月）

の世界の砂糖生産量は、前回予測から2.0％上方修

正し、１億8871万トン（粗糖換算〈以下、特段の

断りがない限り砂糖に係る数量は粗糖換算〉、前年

度比3.4％減）とやや減少すると見込まれている（表

１）。北アメリカやアフリカは前年度を上回る一方、

ヨーロッパは天候不順によりてん菜の生産量が減少

する見込みであることに加え、ブラジルがサトウキ

ビのエタノール生産への仕向け割合を増やしている

ことを受け、全体として生産が減少すると見込まれ

ている。

同年度の世界の砂糖消費量は、前回予測から

0.9％下方修正し、１億8329万トン（同1.0％増）

とわずかな増加が見込まれている。世界の砂糖需要

をけん引するインド、中国が昨今の景気動向を反映

し、引き続き消費量が堅調に増加すると見込まれる

ほか、人口増を背景にアフリカの消費量も増加が見

込まれている。

この結果、2018/19年度は、生産量が消費量を

上回り、期末在庫率は40％台を維持すると見込ま

れることから、世界の砂糖需給は引き続き緩和傾向

で推移するものとみられる。なお、地域別の砂糖需

給は、図１の通りである。

・・生産量 ・・輸入量 ・・消費量 ・・輸出量

（千トン〈粗糖換算〉）

南アメリカ

北アメリカ

アフリカ

アジア

ヨーロッパ

オセアニア

資料：英国の民間調査会社LMC	International「Quarterly	Statistical	Update,	March	2019」
注１：年度は国際砂糖年度（10月～翌９月）。
注２：ヨーロッパには、EU加盟国とロシアほか17カ国を含む。

図１　絵で見る世界の地域別の砂糖需給（2018/19年度予測値）

１. 世界の砂糖需給（2019年３月時点予測）
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２. 主要国の砂糖需給（2019年３月時点予測）

表１　世界の砂糖需給の推移
	 （単位：千トン〈粗糖換算〉、％）

年 度 期首在庫量 生産量 輸入量 消費量 輸出量 期末在庫量 期末在庫率
1989/90 29,879 108,244 27,973 105,790 29,126 31,180 29.5
1994/95 41,641 116,726 31,803 112,686 32,672 44,812 39.8

1999/2000 62,812 133,133 36,409 127,942 39,734 64,678 50.6
2004/05 63,697 144,251 47,084 146,907 50,426 57,700 39.3
2009/10 55,122 160,315 56,023 164,767 56,244 50,449 30.6
2013/14 63,423 184,058 58,323 175,184 61,044 69,576 39.7
2014/15 69,576 183,717 59,707 176,521 62,081 74,397 42.1
2015/16 74,397 175,955 67,776 179,670 69,077 69,382 38.6
2016/17 69,382 180,614 70,844 181,854 71,080 67,907 37.3
2017/18 67,907 195,323 66,038 181,456 68,064 79,748 43.9
2018/19

(2018年12月予測) 78,507 185,027 62,152 184,888 63,394 77,404 41.9

2018/19
(2019年3月予測) 79,748 188,706 62,662 183,289 64,945 82,882 45.2

資料：LMC	International「Quarterly	Statistical	Update,	March	2019」
注１：年度は国際砂糖年度（10月～翌９月）。
注２：2017/18年度および2018/19年度は予測値。
注３：期末在庫量は（期首在庫量＋生産量＋輸入量－消費量－輸出量）。
注４：期末在庫率は、期末在庫量を消費量で除した割合。
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注２：主要国とその他を表示。
注３：「その他」は総計から主要国の計を差し引いた数値。
注４：輸入量のうち「湾岸諸国」は、アラブ首長国連邦、バーレーン、オマーン、カタールの合計。

図２　主要国の生産量、輸入量、消費量、輸出量（2018/19年度）
生産量

輸入量

消費量

輸出量
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【生産量】
2018/19年度の砂糖生産量を国別に見ると、イ

ンドは、砂糖生産量第１位のウッタル・プラデーシ

ュ州でサトウキビが豪雨の被害を受けたほか、第２

位のマハラシュトラ州と第３位のカルナータカ州で

干ばつや害虫被害が発生した影響でサトウキビの生

育が停滞したが、前年度と同程度のサトウキビ収穫

量が見込まれることから、砂糖生産量は3450万ト

ン（前年度比0.6％減）とほぼ横ばいで推移すると

見込まれている（図２）。他の作物より収益性の高

いサトウキビへの生産意欲の高まりを背景に、過去

最大を記録した前年度に次ぐ生産量を維持すると見

込まれるため、結果として、ブラジルを抜き世界第

１位の砂糖生産国になるとみられる。

ブラジルは６月から８月にかけ主産地の中南部を

中心に乾燥した天候が続いたことでサトウキビの生

育にマイナスの影響が出ているほか、砂糖の国際価

格の低迷を受けてサトウキビのエタノール生産への

仕向け割合が７割に達する勢いで推移していること

などから、3120万トン（同24.8％減）と大幅な

減少が見込まれている。

EUは、春先の寒波により、てん菜の播
は

種
しゅ

が遅れ

たことに加え、記録的な猛暑に見舞われ、収量が大

幅に低下するとみられることから、1883万トン（同

12.9％減）とかなりの減少が見込まれている。

タイは、台風の勢力が弱まった熱帯低気圧が多く

通過した影響でサトウキビの倒伏、茎葉の傷みなど

が発生したことで、1490万トン（同4.4％減）と

やや減少が見込まれている。

【輸入量】
中国は、砂糖への追加関税措置を継続する見通し

であることから、604万トン（前年同）と横ばい

で推移すると見込まれている。

他方、インドネシアは、昨今の景気動向や人口が

右肩上がりで推移していることなどから、494万

トン（前年度比15.9％増）とかなりの増加が見込

まれている。

【消費量】
昨今の景気動向や個人消費が堅調に推移している

ことを踏まえ、インドは2746万トン（前年度比

2.0％増）、中国は1714万トン（同1.2％増）、イン

ドネシアは711万トン（同2.9％増）と増加が見込

まれている。

【輸出量】
ブラジルは、砂糖の国際価格の低迷を背景に、砂

糖の輸出に消極的でバイオエタノール生産を加速さ

せる動きが見られることから、2048万トン（前年

度比34.0％減）と大幅な減少が見込まれている。

EUは、てん菜の減産により砂糖生産量が消費量

を下回り、輸出余力が低下するとみられることから、

前年度の半分以下の179万トン（同52.9％減）ま

で減少し、平年並みに戻ると見込まれている。

他方、タイは、糖類を含む飲料に対する課税の本

格的な運用が開始されることに伴い内需が縮小する

と予想される反面、輸出意欲が高まるとみられるこ

とから、1257万トン（同24.7％増）と大幅な増

加が見込まれている。

インドは、砂糖の過剰在庫の解消に向け、補助金

政策や最低輸出義務の設定など、輸出に対する政府

介入の度合いが強まっているため、332万トン（同

40.6％増）と大幅な増加が見込まれている。
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ニューヨーク粗糖先物相場（３月
がつ

限
ぎり

）2019年２

月の推移を見ると、１日から14日までは１ポンド

当たり12セント（注）台でもみ合いが続いた。15日は、

原油高によってバイオエタノールの優位性が高ま

り、サトウキビの主要生産国であるブラジルがサト

ウキビをバイオエタノール生産に仕向ける動きが強

まるとの見方から、同13.14セントの値をつけた。

20日は、原油高に加え、インドにおける2019/20

年度の砂糖生産の減少見通しも影響し、同13.44セ

ントまで値を上げた。21日は、同13.24セントま

で値を下げたが、22日は、米中貿易協議が大詰め

を迎えるとの期待感から原油相場が急伸したこと

で、同13.37セントまで値を上げた。週明けの25

日は、トランプ米大統領が石油輸出国機構（OPEC）

に原油の増産を求めたことなどから、同13.10セン

トの値をつけ、26日はさらに値を下げて同12.88

セントとなった。

５月が限月となった３月１日は、ブラジルの天候

が回復し、サトウキビの生育が順調に推移している

ことから、同12.62セントの値をつけた。その後は、

目立った材料がない中じりじりと値を下げる展開と

なり、７日には同12.14セントまで下落した。８日

以降は、サウジアラビアやベネズエラが原油供給を

引き締めるとの観測や、中国、バングラデシュ、イ

ランにおいて砂糖輸入量が増加するとの見方が相場

を支え、15日は同12.52セントまで値を戻した。

（注）１ポンドは約453.6グラム、セントは１米ドルの
100分の１。

３. 国際価格の動向

ニューヨーク粗糖先物相場の動き（2/1 ～ 3/15）
～主要生産国の生産見通しや原油相場に影響を受け、12～ 13セント台で推移～

図２　ニューヨーク砂糖現物・定期価格の動き（11月1日～12月15日）
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図３　ニューヨーク粗糖先物相場の動き

資料：インターコンチネンタル取引所（ICE）
　注：２月は３月限、３月は５月限の値。
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2018/19年度、砂糖生産量、輸出量ともに
大幅に減少する見込み

2018/19砂糖年度（４月～翌３月）のサトウキ

ビ収穫面積は、872万ヘクタール（前年度比1.2％

増）とわずかな増加が見込まれている（表２）。一方、

サトウキビ生産量は、北東部地域の全域と中南部地

域の一部で高温少雨が続き、生育の遅れが見られる

ことから、６億1550万トン（同4.0％減）とやや

減少が見込まれている。砂糖生産量は、砂糖の国際

価格の低迷に加え、エタノール価格が堅調に推移し、

サトウキビをバイオエタノール生産に仕向ける動き

が加速すると予測されるため、3120万トン（同

24.8％減）と大幅な減少が見込まれている。輸出

量は、主要輸出相手国である中国が追加関税措置を

実施していることなども影響して、2048万トン（同

34.0％減）と大幅な減少が見込まれている。

ブラジル、インドの砂糖産業に対する補助金
についてWTO提訴へ

ブラジル政府は２月27日、インド政府による砂

糖産業への補助金が国際市場での公平な競争を歪
ゆが

め

ているとして、世界貿易機関（WTO）に提訴する

手続きを始めたと発表した。

ブラジルサトウキビ産業協会（UNICA）（注）は、

今回の政府の発表に歓迎の意を表するとともに、「サ

トウキビは、砂糖を作り出す以外にさまざまな用途

での利用が可能である。今回を機にインドにおいて、

現在、製糖業者や生産者に支払われている補助金の

財源が、それらの研究のために活用されることを願

っている。われわれは、バイオエタノール生産に関

して多くの実績とノウハウを有していることから、

インドの製糖業者に技術的支援などを行う用意があ

る」と表明した。

（注）ブラジル全体の砂糖生産量の９割を占める中南部地
域を区域としている団体。

ブラジル

【サトウキビ】	 【砂糖（甘しゃ糖）】
収穫面積：872万ha（前年度比1.2％増）	 生産量：3120万トン（同24.8％減）
生 産 量：６億1550万トン（同4.0％減）	 輸出量：2048万トン（同34.0％減）

2018/19年度（4月～翌3月）の見通し

４. 世界の砂糖需給に影響を与える諸国の動向（2019年３月時点予測）

本稿中の為替レートは2019年２月末日TTS相場の値であり、１インド・ルピー＝1.72円である。
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2018/19年度、砂糖生産量はほぼ横ばいで推
移する一方、輸出量は大幅に増加する見込み

2018/19砂糖年度（10月～翌９月）のサトウキ

ビの収穫面積は512万ヘクタール（前年度比6.0％

増）とかなりの増加が見込まれている（表３）。マ

ハラシュトラ州やカルナータカ州において干ばつや

害虫の大量発生がサトウキビの生育を停滞させたも

のの、収穫面積の拡大により相殺され、サトウキビ

生産量は３億9243万トン（同0.2％減）、砂糖生産

量は3450万トン（同0.6％減）とほぼ横ばいで推

移すると見込まれている。輸出量は、政府が製糖業

者に対し500万トンの最低輸出義務を課すことか

ら、332万トン（同40.6％増）と大幅な増加が見

込まれている。

インド

【サトウキビ】	 【砂糖（甘しゃ糖）】
収穫面積：512万ha（前年度比6.0%増）	 生産量：3450万トン（同0.6％減）
生 産 量：３億9243万トン（同0.2％減）	 輸出量：		332万トン（同40.6％増）

2018/19年度（10月～翌9月）の見通し

表２　ブラジルの砂糖需給の推移
	 （単位：千ha、千トン、％）

年度 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19
（2月予測）

2018/19
（3月予測）

前年度比
（増減率）

収穫面積 8,188 8,488 8,617 8,719 8,719 1.2
サトウキビ生産量 666,824 651,841 641,066 612,500 615,500 ▲ 4.0

砂
　
糖

生産量 36,472 41,670 41,490 31,350 31,200 ▲ 24.8
輸入量 1 4 2 3 3 25.0
消費量 12,057 11,275 10,936 11,211 10,882 ▲ 0.5
輸出量 26,023 30,117 31,026 20,140 20,483 ▲ 34.0

期末在庫量 739 1,022 552 198 390 ▲ 29.3
期末在庫率 1.9 2.5 1.3 0.6 1.2 0.07 ﾎﾟｲﾝﾄ減

資料：LMC	International「Monthly	Sugar	Information	in	Major	Countries,	March	2019」
　注：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。

（参考）ブラジルの砂糖（粗糖・精製糖別）の輸出量および輸出単価の推移
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インド政府、サトウキビ生産者への延滞金を
解消するための対策に乗り出す

インド政府は２月28日、製糖業者向けに790 ～

1054億ルピー（1358億8000万～ 1812億8800

万円）規模の低利子融資枠を設定する計画を承認し

た。これにより、製糖業者は市中の金融機関から一

般より７～ 10％低い金利で融資を受けることがで

きる。

インドでは、国内の砂糖価格の低迷などにより製

糖業者の収益が圧迫され、資金繰りが悪化した影響

で生産者への原料代の支払いが滞っており、２月

22日時点で総額約2000億ルピー（3440億円）が

未精算となっている。このため、今回の政府による

低利子融資制度は延滞金の解消を最大の目的として

おり、製糖業者に融資される資金のほとんどは生産

者への原料代の支払いに充てられるとみられる。

しかし、一部の業界関係者は、通常でも政府の計

画が実行に移されるまで少なくとも２～３カ月の期

間を要するうえに、５年に１度の総選挙を４～５月

に控える状況にあるなどの政治情勢を考慮すると、

迅速に対策が実施されるかどうか懐疑的な見方を示

した。

インド政府、砂糖の最低支持価格を１キログ
ラム当たり31ルピーまで引き上げ

インド政府は２月14日、現行１キログラム当た

り29ルピー（50円）に設定している砂糖の最低支

持価格（注１）（MSP：Minimum Selling Price）を、

同31ルピー（53円）に引き上げると発表した。今

回の措置について、同国政府は製糖業者の収益性を

改善することで生産者への原料代の支払いの延滞を

解消することがねらいとしているが、一部の関係者

は「総選挙に向けて農村部の有権者の支持を固めた

い思惑がある」との見方を示している。All India 

Sugar Trade Association（AISTA）（注２）による

と、砂糖の国内価格が上昇すると、輸出するより国

内に販売した方が利益を見込めるため、今後、製糖

業者は砂糖の輸出量を減らす可能性がある。しかし、

インド製糖協会（ISMA）は今回の措置でも採算に

見合わないとして、同国政府に対し同35 ～ 36ル

ピー（60 ～ 62円）までMSPを引き上げるよう要

求していくとしている。

（注１）政府による砂糖の買い上げ価格。
（注２）製糖業者、貿易業者、砂糖の大口仕入れ先など、

砂糖産業関係者から成る協会。

表３　インドの砂糖需給の推移
	 （単位：千ha、千トン、％）

年度 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19
（2月予測）

2018/19
（3月予測）

前年度比
（増減率）

収穫面積 4,806 4,327 4,830 5,120 5,120 6.0
サトウキビ生産量 356,871 306,070 393,414 388,539 392,430 ▲ 0.2

砂
　
糖

生産量 27,091 21,848 34,720 33,857 34,504 ▲ 0.6
輸入量 2,146 2,536 2,291 1,121 350 ▲ 84.7
消費量 26,784 26,568 26,929 27,434 27,460 2.0
輸出量 3,955 2,233 2,361 4,160 3,320 40.6

期末在庫量 8,370 3,952 11,674 15,057 15,748 34.9
期末在庫率 27.2 13.7 39.9 47.7 51.2 11.3 ﾎﾟｲﾝﾄ増

資料：LMC	International「Monthly	Sugar	Information	in	Major	Countries,	March	2019」
　注：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。
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2018/19年度、砂糖生産量、輸入量ともに
わずかに増加する見込み

2018/19砂糖年度（10月～翌９月）のサトウキ

ビの収穫面積は122万ヘクタール（前年度比1.0％

減）とわずかな減少が見込まれる一方、生産量は

7859万トン（同2.4％増）とわずかな増加が見込

まれている（表４）。てん菜については、政府がト

ウモロコシ支援政策を変更（注）したことでトウモロ

コシ価格が低下したことを受け、内モンゴル自治区

などの生産者がてん菜への転作を進めていることな

どから、収穫面積は24万ヘクタール（同30.5％増）、

生産量は1167万トン（同21.7％増）と、ともに

大幅な増加が見込まれている。以上のとおり、原料

作物の増産が期待できることから、砂糖生産量は、

1128万トン（同1.2％増）とわずかな増加が見込

まれている。また、輸入量は、604万トン（同

0.4％増）とわずかな増加が見込まれている。

（注）政府は2016年４月、トウモロコシ備蓄政策につい
て、最低保証価格を廃止し、市場買い付けとする変
更を行った。

2019年１月の砂糖輸入量、前年同月と比べ
大幅に増加

中国税関総署が２月23日に発表した2019年１

月の貿易統計によると、砂糖の輸入量は13万トン

（前年同月比4.2倍）で、前年同月と比べ大幅に増

加した。しかし、雲南省と広西チワン族自治区でサ

トウキビ収穫の最盛期に入り、国内産糖の供給が十

分にあったことや、春節を控え輸入貨物が緩慢な荷

動きとなったことなどから、前月と比較すると

23.5％減少した。2018年10月～翌年１月の総輸

入量を見ると、98万トンと前年同期と比べ約２倍

中　国

【サトウキビ】	 	【砂糖（甘しゃ糖およびてん菜糖）】
収穫面積：122万ha（前年度比1.0%減）	 	生産量：1128万トン（同1.2％増）
生 産 量：7859万トン（同2.4%増）	 	輸入量：		 604万トン（同0.4％増）
【てん菜】
収穫面積：24万ha（同30.5%増）	 	
生 産 量：1167万トン（同21.7%増）	 	

2018/19年度（10月～翌9月）の見通し

（参考）インドの砂糖（粗糖・精製糖別）の輸出量および輸出単価の推移
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2018/19年度、砂糖生産量はかなり減少し、
輸出量は大幅に減少する見込み

2018/19砂糖年度（10月～翌９月）のてん菜の収

穫面積は171万ヘクタール（前年度比1.1％減）とわ

ずかに減少すると見込まれているが、生産量は１億

1891万トン（同14.1％減）とかなりの減少が見込ま

れている（表５）。てん菜生産量の減少に加え、てん

菜に含まれる不純物が多いことも影響し、砂糖生産量

は1883万トン（同12.9％減）とかなり減少する見込

みである。輸出量は、前年度の豊作時と比較して原料

【てん菜】	 【砂糖（てん菜糖）】
収穫面積：171万ha（前年度比1.1%減）	 生産量：1883万トン（同12.9％減）
生 産 量：１億1891万トン（同14.1％減）	 輸出量：		179万トン（同52.9％減）

Ｅ　Ｕ
2018/19年度（10月～翌9月）の見通し

の増加となった。ただし、この数量には台湾やミャ

ンマーなどの周辺国を経由した密輸品が含まれてい

ないため、実際の輸入量はさらに多いと推測される。

表４　中国の砂糖需給の推移
	 （単位：千ha、千トン、％）

年度 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19
（2月予測）

2018/19
（3月予測）

前年度比
（増減率）

サトウキビ収穫面積 1,311 1,178 1,231 1,219 1,219 ▲ 1.0
サトウキビ生産量 74,950 73,690 76,780 78,590 78,590 2.4
てん菜収穫面積 136 168 186 243 243 30.5
てん菜生産量 6,880 8,820 9,590 11,670 11,670 21.7

砂
　
糖

生産量 9,405 10,041 11,147 11,461 11,276 1.2
輸入量 7,910 5,715 6,015 5,856 6,036 0.4
消費量 16,847 16,847 16,931 17,142 17,142 1.2
輸出量 181 146 195 174 174 ▲ 10.7

期末在庫量 11,926 10,689 10,724 10,725 10,720 ▲ 0.0
期末在庫率 70.0 62.9 62.6 61.9 61.9 0.7 ﾎﾟｲﾝﾄ減

資料：LMC	International「Monthly	Sugar	Information	in	Major	Countries,	March	2019」
　注：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。

（参考）中国の砂糖（粗糖・精製糖別）の輸入量および輸入単価の推移
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が減産となったことで、179万トン（同52.9％減）と、

平年並みに戻ると見込まれている。

欧州委員会、ネオニコチノイド系農薬の例外
的な散布も禁止を検討

現地報道によると、欧州委員会は２月19日、使用

が制限されている農薬であっても、代替手段では害虫

を抑止できない危険性がある場合に限り例外的に散布

を認める措置について、ネオニコチノイド系農薬には

適用しない方向で調整している考えを明らかにした。

ネオニコチノイド系農薬は、てん菜生産において

ウイルス性の萎黄病を媒介する害虫を防除する最も

有効な薬剤とされている。しかし、EUではその散布

がミツバチなどの生態系に影響を及ぼすとして、同

農薬のうちクロチアニジン、イミダクロプリド、チ

アメトキサムを主成分とする薬剤については、2019

年から屋外での使用が全面的に禁止された。その一

方、2019年以前に欧州委員会が同薬剤の例外的な

使用を認めたハンガリーやポーランドなどでは、承

認期間を延長申請することによって引き続きの使用

が可能となっていた。こうした欧州委員会の対応に、

環境保護団体などから強い非難の声が出ていたこと

に加え、例外的な使用が認められていないEU加盟国

からも「不公平である」と不満の声が上がっていた。

同薬剤の使用が禁止された経緯の詳細について

は、次のURLを参照されたい。

https://alic.alic.go.jp/chosa-c/joho01_002218.html

EUの菓子業界、日本の原産地規則に懸念を
表明

欧 州 チ ョ コ レ ー ト・ ビ ス ケ ッ ト・ 菓 子 協 会

（CAOBISCO）は２月20日、同月１日に発効した日

EU経済連携協定（日EU・EPA）において適用される

原産地規則（注１）について、日本側が産品の原材料の

重量を基準に原産地を判定している現状に懸念を表明

した。EUで生産した菓子に使用している砂糖の中に

は、輸入粗糖を原料に生産されたものも一般に流通し

ているため、EU域内で栽培されたてん菜から生産さ

れた砂糖が産品にどの程度含まれるかを、菓子メーカ

ーや輸出業者などが立証することは難しいとされる。

このため、あめやキャラメル、チューインガムなど砂

糖が多く使われる菓子は、原産地規則の要件を満たす

ことができず、結果として日EU・EPAによる関税引

き下げの恩恵を享受できない可能性を指摘した。

CAOBISCOは、日EU・EPAの原産地規則につ

いて、EUがこれまで締結した貿易協定の相手国・

地域の多くが採用している、価額基準（注２）で判定

する内容に改めるよう求めていくとしている。

（注１）関税の適用などのために輸入貨物の原産国を決定
するためのルール。

（注２）価額基準は、①産品の価額に占める非原産地から
調達した原材料の価額の割合②産品の価額に占め
るその国で新たに付与された価値の割合－のいず
れかで判定する。いずれの方法も、非原産の原材
料を多く使用したとしても、産品に投下した経費

（労務費や加工費、販売経費などの原価）や原価
に上乗せした利益が多ければ産品に占める割合は
重量基準と比べ相対的に低くなる。

表５　EUの砂糖需給の推移
	 （単位：千ha、千トン、％）

年度 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19
（2月予測）

2018/19
（3月予測）

前年度比
（増減率）

収穫面積 1,364 1,466 1,732 1,715 1,713 ▲ 1.1
てん菜生産量 94,855 107,986 138,438 117,117 118,906 ▲ 14.1

砂
　
糖

生産量 14,937 17,069 21,621 18,793 18,829 ▲ 12.9
輸入量 3,651 3,115 1,731 1,848 2,065 19.3
消費量 19,481 19,176 19,347 18,939 19,021 ▲ 1.7
輸出量 1,501 1,510 3,809 1,902 1,794 ▲ 52.9

期末在庫量 1,913 1,411 1,608 1,570 1,688 5.0
期末在庫率 9.1 6.8 6.9 7.5 8.1 1.2 ﾎﾟｲﾝﾄ増

資料：LMC	International「Monthly	Sugar	Information	in	Major	Countries,	March	2019」
　注：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。
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近年、日本の粗糖（甘しゃ糖・分みつ糖〈HSコード1701.14－110〉および甘しゃ糖・その他〈同

1701.14－200〉の合計）の主要輸入先国は、タイ、豪州、南アフリカ、フィリピン、グアテマラであっ

たが、2018年の主要輸入先国ごとの割合は、豪州が71.1％（前年比1.6ポイント増）、タイが28.1％（同

3.1ポイント増）と、この２カ国で９割以上を占めている（財務省「貿易統計」）。

豪州およびタイについては毎月の報告、南アフリカ、フィリピン、グアテマラについては、原則として３

カ月に１回の報告とし、今回はグアテマラを報告する。

本稿中の為替レートは2019年２月末日TTS相場の値であり、１タイ・バーツ＝3.60円である。

５. 日本の主要輸入先国の動向（2019年３月時点予測）

2018/19年度、砂糖生産量はほぼ横ばい、
輸出量はやや減少の見込み

2018/19砂糖年度（４月～翌３月）のサトウキ

ビの収穫面積は、39万ヘクタール（前年度比2.5％

増）とわずかな増加が見込まれるが、夏期にクイー

ンズランド州とニューサウスウェールズ州で発生し

た干ばつの影響を受けて、生産量は、3247万トン

（同2.6％減）とわずかな減少が見込まれている（表

６）。ただし、乾燥気候によってサトウキビの糖度

が上昇したことにより、砂糖生産量は446万トン

（同0.2％減）とほぼ横ばいで推移すると見込まれ

ている。輸出量は341万トン（同5.3％減）とやや

減少すると見込まれている。なお、豪州気象局によ

ると、１月末から２月初めにかけて、クイーンズラ

豪　州

【サトウキビ】	 【砂糖（甘しゃ糖）】
収穫面積：39万ha（前年度比2.5％増）	 生産量：446万トン（同0.2％減）
生 産 量：3247万トン（同2.6％減）	 輸出量：341万トン（同5.3％減）

2018/19年度（4月～翌3月）の見通し

資料：欧州委員会
注１：精製糖換算。
注２：2016/17年度は推定値、2017/18年度は予測値。

資料：欧州委員会
　注：2017/18年度。

（参考）EUの主要国別砂糖生産見通しおよび生産割合（2018年12月時点）
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ンド州北部で大規模な洪水が発生した。現地報道に

よると、サトウキビの圃
ほ

場
じょう

が浸水するなどの被害

を受けたことから、2019/20年度のサトウキビ生

産への悪影響が懸念されている。

インドの砂糖産業への補助金をめぐり、豪州
とブラジルで連携

豪州政府は２月28日、インド政府による補助金

は国際的な貿易協定に反する輸出補助金に当たると

して、WTO提訴の手続きに入ったと発表し、ブラ

ジル政府との共闘態勢で臨む考えを示した。豪州と

ブラジルの両国政府は、まずインド政府との協議で

解決を図るが、60日以内に解決できなければ、裁

判の一審に当たるWTOの紛争処理小委員会（パネ

ル）に提訴することになる。

サイモン・バーミンガム豪州貿易観光投資大臣は、

提訴の手続きに踏み切った理由を、「昨今の砂糖の

国際価格の下落は、インド政府による輸出補助金が

引き起こしたものと言え、今の価格水準では、製糖

業者や生産者が再生産可能な収益を確保することが

困難である。われわれは、インド政府に対し砂糖産

業への過剰な補助金の支払いをやめるよう再三求め

てきたが、結局、互いの主張の溝は埋まらなかった」

と説明し、「豪州にとってインドは、経済的にも、

戦略的にも非常に重要なパートナーであるが、国際

的に認められている権利はためらわず行使する」と

述べた。

豪・インドネシアの両首脳、包括的経済連携
協定に署名

豪州とインドネシアの両首脳は３月４日、インド

ネシアの首都ジャカルタにおいて、2010年から交

渉を続けてきた包括的経済連携協定（IA－CEPA）

に署名した。この協定の発効には、両国の国会で承

認を得る必要があり、両国首脳は年内にこの手続き

を完了させる考えを示した。

IA－CEPAでは、インドネシアにおける豪州産砂

糖の輸入関税が現行の12％から５％に引き下げら

れる。これにより、豪州は東南アジア諸国連合

（ASEAN）域内と同等の関税水準で輸出できるよ

うになるため、ASEANの一員であるタイとの競合

が激化することが予想される。

表６　豪州の砂糖需給の推移
	 （単位：千ha、千トン、％）

年度 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19
（2月予測）

2018/19
（3月予測）

前年度比
（増減率）

収穫面積 382 368 376 385 385 2.5
サトウキビ生産量 34,941 36,506 33,344 32,468 32,468 ▲ 2.6

砂
　
糖

生産量 4,889 4,797 4,463 4,455 4,455 ▲ 0.2
輸入量 164 68 29 29 29 0.0
消費量 1,196 1,159 1,112 1,068 1,068 ▲ 4.0
輸出量 4,384 4,004 3,601 3,412 3,412 ▲ 5.3

期末在庫量 1,267 969 747 751 751 0.6
期末在庫率 22.7 18.8 15.8 16.8 16.8 0.9 ﾎﾟｲﾝﾄ増

資料：LMC	International「Monthly	Sugar	Information	in	Major	Countries,	March	2019」
　注：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。
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2018/19年度、砂糖生産量はやや減少する
一方、輸出量は大幅増の見込み

2018/19砂糖年度（10月～翌９月）のサトウキ

ビの収穫面積は、179万ヘクタール（前年度比

0.9％増）とわずかに増加すると見込まれている 

（表７）。台風の勢力が弱まった熱帯低気圧が多く通

過し、サトウキビの倒伏、茎葉の傷みなどが発生し

た影響を受けて、サトウキビ生産量は１億2900万

トン（同4.4％減）、砂糖生産量は、1490万トン（同

4.4％減）とやや減少が見込まれている。一方、輸

出量については、前年度のサトウキビの豊作により

積み上がった過剰在庫を解消するため輸出を強化す

るとみられることから、1257万トン（同24.7％増）

と大幅な増加が見込まれている。

砂糖税による税収、前年同期比約３％増
タイ財務省物品税局は、2018年10月から翌２

月までの５カ月間で得られた糖類を含む飲料への課

税（砂糖税）による税収が、前年同期比で約３％、

額にして約３億バーツ（10億8000万円）増加し

たと発表した。加えて、同局は「砂糖税を導入する

以前の飲料に含まれる糖類の平均含有量は100ミ

リリットル当たり14グラムであったが、現在は同

12グラムまで減少した」と成果を強調した。

砂糖税の導入３年目となる2019年10月から税

率が引き上げられる予定であることから、国内の飲

料メーカーは、飲料消費が低迷することを回避する

ため、飲料に含まれる糖類を削減したり、糖類の代

わりに代替甘味料を使用したりするなど対応を急い

でいる。

タ　イ

【サトウキビ】	 【砂糖（甘しゃ糖）】
収穫面積：179万ha（前年度比0.9％増）	 生産量：1490万トン（同4.4％減）
生 産 量：１億2900万トン（同4.4％減）	 輸出量：1257万トン（同24.7％増）

2018/19年度（10月～翌9月）の見通し

表７　タイの砂糖需給の推移
	 （単位：千ha、千トン、％）

年度 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19
（2月予測）

2018/19
（3月予測）

前年度比
（増減率）

収穫面積 1,644 1,578 1,776 1,792 1,792 0.9
サトウキビ生産量 94,047 92,951 134,929 125,000 129,000 ▲ 4.4

砂
　
糖

生産量 10,402 10,657 15,586 14,385 14,901 ▲ 4.4
輸入量 1 0 6 2 3 ▲ 48.4
消費量 3,272 3,283 3,343 3,132 3,132 ▲ 6.3
輸出量 7,932 7,393 10,077 13,350 12,571 24.7

期末在庫量 3,970 3,951 6,123 4,028 5,325 ▲ 13.0
期末在庫率 35.4 37.0 45.6 24.4 33.9 11.7 ﾎﾟｲﾝﾄ減

資料：LMC	International「Monthly	Sugar	Information	in	Major	Countries,	March	2019」
　注：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。
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2018/19年度、砂糖生産量はほぼ横ばい、
輸出量は大幅に増加の見通し

2018/19砂糖年度（10月～翌９月）のサトウキ

ビ収穫面積は26万ヘクタール（前年度同）と横ば

いが見込まれている一方、生産量は2559万トン（前

年度比1.3％減）とわずかに減少すると見込まれて

いる（表８）。

砂糖生産量についても、296万トン（同0.1％減）

とほぼ横ばいになると見込まれている。輸出量につ

いては、221万トン（同20.9％増）と大幅に増加し、

平年並みに戻ると見込まれている。

【サトウキビ】	 【砂糖（甘しゃ糖）】
収穫面積：26万ha（前年度同）	 生産量：296万トン（同0.1%減）
生 産 量：2559万トン（前年度比1.3%減）	 輸出量：221万トン（同20.9%増）

2018/19年度（4月～翌3月）の見通し
グアテマラ

資料：「Global	Trade	Atlas」
　注：HSコード1701.14（粗糖）および1701.99（精製糖）の数値。国別データは直近月の上位３カ国を表示。
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表８　グアテマラの砂糖需給の推移
	 （単位：千ha、千トン、％）

年度 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19
（3月予測）

前年度比
（増減率）

収穫面積 269 256 264 264 0.0
サトウキビ生産量 27,987 25,835 25,936 25,588 ▲ 1.3

砂
　
糖

生産量 3,039 2,927 2,965 2,961 ▲ 0.1
輸入量 0 0 0 0 -
消費量 839 898 924 951 2.9
輸出量 2,210 2,164 1,827 2,209 20.9

期末在庫量 858 724 938 740 ▲ 21.1
期末在庫率 28.2 23.6 34.1 23.4 10.7 ﾎﾟｲﾝﾄ減

資料：LMC	International「Monthly	Sugar	Information	in	Major	Countries,	March	2019」
　注：期末在庫量、期末在庫率および各項目の前年度比は、端数処理の関係で表中の値の計算結果と一致しない場合がある。


